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　　　　　　　第 1章　緒　　論

　SuIfonamid（以下 Sと略す）捌｝こ關す る基礎 的 ，

鶴床的研究 は汗牛充揀の觀が あ る． 本劑の尿 ， 糞

便中 へ の撲泄 ， 腦脊髓液 ， 羊水，胸水，乳汁等 へ

の 移行及び臟器 中 の濃 度に關 す る 實驗等色 々 試み

ら．it　’C居 る が腟内分泌液中へ の 排泄 に就 て は余 が

第 52囘近畿産婦 人 科 學會總會 （昭和 24年 3 月）で 發

表 した 以外河原12）
の實驗報告 （昭和 24年 11月發表，

日産婦學會糶誌昭 和 26 年 1月揚載）があ る の み で

あ る ． 同氏 の 研 究 は濾続法 に よ る檢索 で あ つ て 時

問的追究がな い ． 當時余 も濾 紙法丈 で あ つ た が 同

法 に よ つ て は 聊か不安の 點 が あつ た の で Ktthnau

氏微量定 量法を も併用 して 實驗に 供 し時間的 に 並正

中濃度 と 對比 しな が らその 淌長 を追究 した の で あ

る ． 今 その 結果 を報告 す る と次 の 樣で ある．

　　　　　　　 第 2 章　實驗方法

　 1． 濾紙法　こ れ は Wemer4 ）の 方法の 變法 と云

うべ きもの で ， William．　v ．　Rosalo
’
， 市川

11）に よ

り發表 さ れ た現 在に 於 け る S 劑血中濃度測定法 と

して 臨床的 に 應 用 され る 簡便な る もの で あ る が ，

余 は主 と して 市川の考案せ る方法 を使用 した．

　2． KUhnau 氏微量定量法
3）5） 腟内分 泌 液採集 に

は乾熱滅菌せ る海綿 を用 う． 卵ち之 を後腟圓蓋 に

2時聞挿 入 し こ れ に よ り分泌 液 0．1cc を沈澱管に

探 り0．7ccの 20％ Trighlor醋 酸を入れ 5分間遠心

して 上清 を採 りその 1CC に 0・2ccの KUhnau5）氏試
藥 を加 え Dubosq の 比 色計 で 比色定量す る．　（詳

細別著産婦人科 の 進歩 ， 第 4 卷第 6號參照 ）

　　　　　　　第 3 章　賀驗成績

　實驗 に 使 用 せ る婦 人は すべ て 比較的腟 内分泌液

の 多 い と思われ る頸管カ タ ール 及 び 子宮附蜀器 炎

等 の届者 に して實際 に 治療 しなが らサ ル ゾール 投

與 に よ る 血 中濃度 と 腟内分泌液 の 濃度 を同一時間

に測定 した もの で あ る ．

　第 工節　濾紙法 に よ る 測定

　第 1項 　初 囘 2gr 爾後 4時間毎に 1gf宛投與 せ

る場合

　 8 例 に つ きサ ル ゾ ール を初囘 2gr 爾後 4 時聞毎

に 1gr 宛經 口的 に 投與 して 爾後 7 〜 8時間に わ た

り 1 時間毎 に 夫 々 の 例 に つ き 血 中濃度 に 對比 し て
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そ の腟 内分泌液濃度 を測定 した ． 即ち腟内分泌 液

濃 度は 1時間毎 に腟鏡 に て 腟壁 を露 出 し後腟圓蓋

に 於 け る分泌液 を 濾紙 に浸 して 呈 色反應 に よ る 測

定 を行 い， それ と同時に 血 中濃度 を蜀比 觀察 した

・の で ある．

　代表例 ， （第 1表第 4 例）診斷名 ， 頸管淋（34歳）

　こ の例 の膣 内分泌液 の濃度は 1 ， 3， 3 時間値 に

て は殆 ん ど呈色反應 を示 さす 標準比 色表 と の野比

．
に は 困難 を極 め， 4 ， 5 ，6時間値 に於 て 僅か に濾

紙 の 呈色 を認め たが 2mg ％ 以下で これ を何 mg ％

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 41− 41
田

と判定する ことは困難で あつ た． 各例 と もほ S
’
同

様 で あ る ． 然 る に それ に 封比 して 檢 した る 各 々 の

同時聞 に 於 け る 血 中濃度 は 常初 よ り順次上 昇 し

た． 1時間値か ら順次 之 を示 す と 2 ， 3 ，4 ， 6 ， 5

　5，4 ，5mg ％ であ つ た．

　 本實驗群 の 成績 を表示 す る と 第 1表 の 如 くで あ

る ． 因 に 濾紙 に 呈 色反應 を認 めたが標準比色表最

低値（2mg ％ ）以下 で 呈 色微弱なる もの（±）， 稍 ≧

強度な る もの （十）と し同時間に 匹 敵せ る 血 中濃度

　を封比 せ し め て あ る．

第 1 表 （初 囘 2gr爾 後 4 時間 毎 に ユgr宛投Pt．　tS る場合）
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　（Sは 1隆 丙分泌液に して濾紙呈 色微弱 な る もの （± ）， 稍 it強 度 （十））

　第 2項
．
初囘 2gr 爾後 2 時聞毎 に 1gr 宛投輿 せ ．1

・
］・

る 場合　　　 ．　　　　　　　
1
：｛

　 9例 に つ きサ ル ゾール を初 囘 2gr 爾後 2 時間毎

に 1gr 宛經 口 的 に 投與 して夫 々 の 例 に つ き その腟

内濃度 と血 中濃度 を比較 しなが ら投與 開始後 9 〜

ユ0 時間 に わ た b1 時閼毎 に 測定 した．　　　　　
：

　代表例（第 2 表第 2 例）診斷名 ， 子宮附矚器炎（29

歳 ）

ll葺F茱陰
　 こ の例 に於 ける 腟内分泌液 の濃度は 1 ， 2 ， 3時

’

問値に て は殆 ん ど 濾紙の 呈色反應を示 さす 4 ， 5 ，

7 ， 8時間値 に 於 て僅 か に 呈 色反 應を 認 め標準比

色表 と 比較 する と何れ も 2mg ％以下で あ つ て 何

mg ％ と到定 す る こ と は 困難 で あ つ た ．こ の 際血 中

濃度 は 1 時間値よ り順次之 を示 せ ば 1 ， 2 ， 4 ， 5 ，

5 ， 4 ， 5 ， 7 ， 6 ， 7mg ％ で あ つ た ．

　本實驗群の成績 を表 示 す る と 第 2 表 の如 くで あ

第 2 表　（初囘2gr 爾後 2 時間毎 に 19腕 投興 d る揚合）
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る． 因 に濾紙 に呈 色 反應 を認 めたが標準比 色表最

低値 （2mg ％）以 下で呈色微弱 な る もの （±）， 稍 女

強度な る もの （十）と し同時間に 匹 敵せ る 血 中濃度

とi酎比 せ しめ て ある．

　 第 3項 　概 　括

　 初 囘量 2gr爾後 4 時間毎或は 2時間毎 に 1gr宛

經 口 的に サ ル ゾ・一ル を投與せ る何れ の 場合に 於 て

も， 濾紙法 に よる 腟内分泌液申 の 濃度測定の結果

は 陽性 に 反應を呈 する が 最張度 の もの と雖 も辛 う

じて 標準比 色表最低値 （2mg ％）に 逹す る程度 の も

の で あつ た． 邸ち 3 時間迄 は極 めて 徴弱 な る 呈 色

で あつ て 4時間以後に於 て 稍 麦 強度 とな る． 然 し

其値 は
一
矩しない で 往 々 に して 標準比 色衷最低値

に 遙 か に 及 ば ぎ る もの もあっ た． 邸ち前者群 8例
中彊度の 呈色 を示 す もの 4時間値に於て 6例， 5

時間値に於 て 5例 ， 6 時間値 に 於 て 7例 ，

』
後者群

9 例申 4 時間値に於て 7 例 ，
5時間値に於 て 6例，

6時間値に於て 6例 ， 7時間値に於て 4例， 8時

聞値 に於 て 7例 ， 9時間値 に於て 5例で あ る． 要

す る に投輿形式 に よ る差異 は認 め られな い．

　血 中濃度 は爾群共 3 時間に於て 既 に有效濃度 に

逹 して 居 り， それ以後 も良 くこ の濃度 を維持 して

經 過 して ゆ くの が認 め られ た ．

　 而 して腟内分泌液濃度 は 血 中濃度 とその 淌長 を

共 に す べ きが本來の 姿 と思 われ る に 拘 わ らす本實

驗 成綾に よ る と必す し も
一

致 しな い ．　しか の み な

らす追加投輿 に よ り當然粗當濃度 の上昇が考 え ら

れ る に拘 わ らす その 値の 低下 し て い る こ と もあ

る． か くの如 く濾 紙法 は操作簡便で ある けれ ど も

後 述の KUhnau 氏微量定量法に 比 すれ ば その 成績

は粗糴 に な り易 い 。然 し本法 に よ りて も明 らか に

腟内分泌 液中 に も S 捌の 移行する の を證明 し得 る

の で あ る．

　 ag　2節　KUhnau 氏法 に よ る測定

　第1項 初囘 2gr爾後 4 時間苺 に igr宛投與せ

る場合

　 8例 に っ き サ ル ゾール を初囘 2gr 爾後 4 時間毎
に 1gr 宛經 rl的 に 投與 して 腟内分泌液 中 の 濃度 と

血 中濃度 と を謝比 しなが ら投與後 2 時間毎 に 10痔
聞に 」わた り測定 し更 に 24時聞値を も檢査 した ．　そ

日崖嬬誌 　第 5 卷 　第 1罰鑑

の成績は第 3表 の如 くに なる．

　代表例．診斷名 ， 頸管ヵ タ r ル （33歳）

　 こ の 例 の腟内分泌液 中の 濃度は 2時間値 1．39，

4 蒔間値 3 ．34
， 6時間値 3．15

， 8時閥値3．68
，

1ひ

蒔間値 3・49，24時間値 3．45mg ％ で あ つ た．然 る

に それ に對比 しな が ら檢 した る同時問値に於 ける

血 中濃度 を 2 時間値 よ りlr貭次 示 す と 3
 
65

，
6．24

，

6．26， 5β4
，
6．05

，
5．22mg ％ で あっ た．　各例 と

もほ s
’
同樣 で あつ た

．

第 3 表 　@（初 囘2gr 爾 後4畤… 間 苺1 ： 1gr 宛 腆d匚

　 揚 合 の 血 中 及 び腟内分 泌液 濃 度の李均

）
騨 　

r

4

4r

ゴ

↓

ウ
↓ 　　

8

ー↓ 　第2 項　初向2gr 爾後 2 時間毎に1gr
投與せ

る場合 　7 例 につき サル ゾ ールを 初囘 2gr 爾
2 時間毎 に1gr 宛 經口 的 に 投 與 し て 夫々 の例

つき前項同 樣腟 内 分泌液中濃 度 と」血 申濃度 と

對比しなが ら 投 興 開始後2 時 間毎 に10 時間に

たり測定し更 に 24 時聞 後にも 檢査 した ． そ の

果は 第4 表の

き 成績となる ． 第4 表 　　（ 秘 囘2gr 爾後 2

間 苺に 1gr 宛投 興ぜ 　ろ揚合 の 血中及び

内

泌液濃
度
の李 均 値 ） 驫 N工工一 Eleotronio 　
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　 代表例，診斷名 ， 頸管淋（35歳）

　 こ の 例 の腟内分泌液 中の 濃度は 2 時間値 1．93
，

4 時間値 3・45， 6時聞値3．58， 8 時間値3．61
，
10

時間値 3・59，
24時間値 3．56mg ％ で あ つ た．然 る

に それ に野比 しな が ら檢 した る 同時間値に 於 け る

血 中濃度 を 2 時間値 よ り順次 示 す と 3．66
， 7．Ol

，

6。19
，
6．24， 6．73，6．59mg ％ で あ っ た．各例 と も

ほ Y 同様で あ つ た．

　 第 3 項 　概　括

　 サ ル ゾール を經 ロ 的 に 投與せ る場合何 れ の投 輿

形式に て も KUhnau 氏微量定量法 に よ る結果 は腟

内分泌 液中 へ も明 らか に 排泄せ られ て い る の を認

め且 つ夫 々 の 例 に於 け る 2 時間値 は少量で ある が

何 れ も血 中濃度の ほ s
’2f3〜 i

！，の値を示 して排泄せ

られ て い た ． 又投與形式に よ る著明 な濃度差は な

か つ た．

　 血 中濃度 は兩群 共 4時間値 に 於 て 既に 有效濃度

を示 し， それ以後 も良 く有效濃度 を維持 して 居た ．

　　　　　　 第 4 章　總括並に考按

　 S劑の排泄に 關する 實驗は尿中 へ の 排泄 に つ い

で は Marshall
，　Emerson，　Cutting（1937）以來人

間 ， 動物に 於 ける幾多の 成績が あ b， その濃度 mg

％ は 血 中に 比 し數倍の 高値を示 し投與 せ る S 劑 の

70％ 或は それ以上 が 腎臓を通 じて 尿中ぺ排泄せ ら

れ る と 雪 い
， 糞 便へ の排泄 は Piperl）

， 土屋 ， 川

村 η等の實驗あ り，
54wa器 中 の S劑の濃度 に つ い て

は　Marshal12） を始 めと し Engelfried（1939），

Chabro1 （1939），
　 Thorton ＆ Willson6）

， 其他川

村
母）に よ る詳細なる研究 があ り， それ らに よる と 6

時間値 の脊髓液 ， 眼房水 は血 中濃度 よ bや bi低 く

膽汁中 へ は 血 中よ り1 〜 2 倍 の濃度 で 蓬非泄せ られ

る と し， 脂肪組織は皮下 に於 て は 血中濃度 と近似

で あ る が腎周 團 に 於 て は遙か に低 く， 肝で は他の

臟器 に比 しや 、 低 く， そ の他脾 ， 筋肉， 皮膚 ， 腦 ，

畢丸 等は血中濃度 と近 似で あ る と して い る．

　又 尿道分泌 液 ， 尿道膿 に っ い て は Vist
，
　Hil1

，

Harill
，　Pitts （1938）に よれば血液内 と 同等に分 泌

され る との 事で あ る．
’

　婦人科領域に 於 ては ， 孚L汁申へ の 移行 に つ き土

屋 ， 川村
8）
は血 申濃度 よ り高 い と 蛩 うが河原

12）
によ

ると S 劑の種類に よ b差 を認め サ ル ゾ ール は」血中

濃度 と大差 な い と爽衷 して居 る． その他羊水 ， 臍

帶内血 中濃度， 胎盤 ， 飴兒臓器 中 へ の移行 に つ い

て は發表 が あ るが ， 女性性器の分泌 物中 へ の移行

に關す る實驗は非常 に少 く， 余が第 52囘近畿産婦

人科學會（昭和 24年 3 月）に て 發表 當時 は未だ他 に

丈獻を見なか つ た が その 他河原避 の詳細 なる發表

が あ つ た ． 同氏は病的卵管内 の分泌液中 に於 ける

濃度 の 3 〜 2　Y2時間値は 血 中濃度 に 比 し約孚値を

示 して い る と 宏 い ， 卵集嚢 腫申に於 ける濃度 の 3
〜 2 ソ2 時間値は病的卵管分泌 液中 の それ よ りは高

値な りと し， 更 に 腟内分泌 液中に於 け る 濃度は血

中濃度 に 比 し遙か に 低値を示 して い る こ とを認 め

て 居 る． 因に こ れ らの 濃度測 定 に は 濾飢法 を用い

且つ 何 れ の 場合 も測定 時間は 唯 1囘 の み に して 時

間的の 推移 を追究 して い な い． 叉 白木
13）

は その 綜

読中に女性性器内病的分泌液内移行は 1．5gr 頓 服

3 時間後で は血 中濃度の ほ s
’ip 値で ， 腟内分泌 液

中で は更 に低値で ある と述 べ て 居 る．

　余の サ ル ゾ H ・ル の 漣績投與後 に於 け る 濾紙漲 測

定結果 は血 中濃度に比 し腟内分泌液 中の濃度 は 遙

か に低値で あつ て ， 何れ も 2mg ％ 以下を示 した

に す ぎなか つ た．然 る に K 廿hnau氏微量定量法 を

用 い て 同樣 の實驗 を行 つ た結果は 濾 紙法 よ りも一

般 に高値 を示 す． こ の 場合は腟 内分泌液 中へ は 甑

に投與後 2時問 目よ り明 らか に S劑の排泄 を認め

然 も血 中濃度 の約
11

，
〜

1
！3 の値 で其後の淌長 もほ Y

爾者甼行關係 を保つ て時間的に 推移 して行 くの を

認 め た の で ある，

　　　　　　　第 5 葦 結 　　論

　1．　 S劑投與後腟内分泌液中の 濃度 を濾紙法 並

に KUhnau 氏微量定量法 に よ り測定 し血 中濃度 と

對比 して 時間的に 迢究 した．

　2．　 S劑は 腟内分泌液 中に も排泄 され る ．

　3． 濾 紙法 に よ る腟内分泌液中 の 濃度は KUhn ，

au 氏法 に 比 し遙か に 低値で あ つ た ．　 K 亘hnau 氏法

で は腟内分泌液中の濃度は血 中濃度 の 約牛値 を示

す に拘わ らす濾紙法で は最高で も 2mg ％ 以下 で

あつ た．

　4． 血 中濃度 は何 れ の 場合 に於て も全經過中良

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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く有效濃度を示 した ．腟 内分灘液中 の 濃度 も KU −

hnau氏法 に よ れ ば其の 浩長 は ほ s
“
之 と干行 した が

遙か に 低値 で あつ た ．

　 5． 腟内分泌液中の濃度は本投與法 で は 最高で

も 4mg ％ を示 す もの な く§劑血中有效濃度 に達 し

な か つ た ，

　稿 を維 る 1こ臨み 始終笹卩懇篤な る 御指導 と御］校閲 を賜 わ

勢 し恩師山田孝虻授 1こ深調tす．

　 （本論文 の 要旨は 昭和24年 3 月 ， 昭和26年 5月近畿産

婦人科學曾 に 於 て狭表 しtこ）．
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